
77 0献血由来血策分画製剤の適正価格での優先使用につL一て

信監芸這孟7b冨各芸這芸県芸部芸芸1

我が匿における血液事菓は.ご幸知のとおり. -般翰血用血液製荊につきましては,雷民からの献血をもとに

日本赤十字社で供給できる捧封が確立されておりますが.同じ血液製剤である血祭分画製剤につきましては.そ

のはとんどを輪入血液に依存している状況にあり,その安全嵐安定供給.倫理牲等の面で問題が指括されてお

ります.

このため,今後,我が国で必妻とする血液製剤は全て猷血で確採することを目掛こ.平成3年慶中に血液凝同

因子製剤について,またアルプミン.グロプIJン穀剤についても投階的に白給割合を高め,近い将乗に完全自給

を達成することを員指し.国を挙げて推蓮していくこととなりました.

人捧の-部である血液を原料として作られる血液製剤には.高い倫理性が求められることから.専ら盗済的要

素のみを理由とする製剰購入は好ましくありませんo掛こ,献血から作られた血菜分画製剤は,医療投関におい

て適正価柊で優尭的に輯入され.余すことなく有効に使用されることが望まれております.

このためには.まず率先して国立房院並ぴに赤十字帝院が適正価格で優先使用することが肝要と考えます.

つきましては,国に所尾する医療施設並ぴに各房院団捧に対しては.別途厚生省から所要の措置が講ぜられる

こととなっておりますので,貴軌こおかれましては管下赤十字宿く産1院並ぴに肢捧不白由児施設に対し.献血

から作られた血菜分画製剤について,従前にも増しての使用割合の増加並ぴに遠正価格での購入についてご指尋

顧うとともに,これが円滑な実施についてご配慮をお顧いいたします,

なお,各赤十字病く産1院長並ぴに各肢体不自由児施設長に対しては,別途衛生帝長からの本書の写しを添え

て通知する.こととしておりますので申し添えます.

78 0献血血液から製造された血祭分画製剤の供給について

く芸芸芸芸iABii呈から喜係芸県竿改器,組主管部く局柑宛J

現在寛京都において臥 献血血液から製遣された血崇分画製剤く日本赤十字社製達製品.製造披敏製品lを日

本赤十享牡から,財EE法人献血供給事業団く以下r事菓試Jという. ,が貫い取って.その供給業務を行ってい

る.

今般.血粟分画製剤の供給主捧を専門化し.適正佳用の推遥,需要に応じた計画的な挟血の実施等を図るベき

であるという,新血液亭業推進検討委員全第-次報告く平成元年9月5日1の趣旨を弦まえ献血血液から製遺さ

れた血菜分画製剤を事菓試が買い取って供給する区域について,従来の克京都から日本赤十字社中央血液センタ

-管内く東京都.千薫県.埼玉県.神奈川県,茨城県.栃木県.群馬県,山梨県及び新潟県lへと位大すること

で.騒孫者が基本的に合意した.

供絵区域の拓大についてlも事菓田と血液センタ-が契約を辞結することをもって順次行うこととしているが,

ついて払 その旨御豪知の上供給区域の泣大が円滑に実施されるよう管下血液セン夕-の指導方等よろしくお

取り計らい願いたい.
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